
帰 省 時 の 飲 酒 運 転 防 止

８月２０日まで、夏の交通事故防止運動を実施中です。

間もなく盆期に入り、従業員に中には、実家等に帰省して旧友等との再会を楽しみ

にしている方もいらっしゃるか、と思います。

盆期は特に、若い時代にタイムスリップして羽を伸ばし過ぎ、心の抑制ができなく

なることがあります。飲酒運転による交通事故も懸念されますので、この機会に是非、

飲酒運転根絶

について、指導していただければ、と思います。

まず、自分自身が酒気を帯びて車両を運転してはいけません。

次に、いわゆる「飲酒運転周辺三罪」についてです。

たとえ自分が運転しなくとも処罰され、運転免許の取消等もあり得ます。

従業員がこれらの行為で免許取消になると、事業所にとっても大きな損失につなが

ると思われますので、指導教育をお願いします。
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第９号

① 飲酒運転するおそれの

ある者に、車両を提供し

てはいけません。

② 飲酒運転するおそれの

ある者に、酒類を提供し

たり、飲酒を勧めてはい

けません。

③ 運転者が酒気を帯びて

いることを知りながら、

その車両に同乗させてく

れるよう要求、依頼をし

て同乗してはいけません。


